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注目したい機能
お手持ちのバージョンと比較できるように、バージョン
ごとに追加された機能を下表にリストしました。

プロジェクト管理 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

メインメニューにSNSメニューとリソー
スを追加 

オブジェクトマネージャにワークシート
ウィンドウの操作を追加  

テンプレートライブラリのリスト表示  

キーワード検索可能なテンプレート・
ライブラリ   

Windowsエクスプローラやプロジェク
ト・エクスプローラでワークブック、行
列、グラフ等のプレビューやサムネイ
ル表示が可

  + 

ファイル復旧用バックアップフォルダ
と各プロジェクト毎のバックアップフ
ァイル

   

Googleドライブへのファイル保存やそ
れからのファイルオープン    

新たに作成されたプロジェクト全てに
自動監査ログ収集    

ファイルサイズが極めて効率的な新
しいプロジェクトファイル構造(OPJU)
の採用

   

保存しなかったプロジェクトファイルも
７日間自動保存    

プロジェクトエクスプローラにグラフ
プレビューやコメントツールチップ
を表示

    

プロジェクト中に存在する文字列の
検索     

ワークシートのロックとデータ保護      

プロジェクトエクスプローラの左/右の
分割をサポート      

プロジェクトエクスプローラや他のドッ
キング可能なウィンドウの自動非表示      

プロジェクトのパスワード（開封、編集）
保護、監査ログ    +  +

プロジェクトエクスプローラ内でウィン
ドウのショートカットを「お気に入り」フ
ォルダに追加

     

Originウィンドウやフォルダにコメント
記入可能     + 

バッチ処理 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*
データコネクタのクローンインポートを
サポート 

バッチ作図でデータの厳密でない一致を
サポート 

バッチ処理のサマリーシートに追加さ
れた「Reprocess」および「Update」ボ
タンで、テンプレートや入力データの
更新が可能

+ 

バッチピーク分析の改善：
再計算のサポート、ピークインデック
スによる出力シートの並べ替え、アク
ティブなグラフウィンドウですべての
プロットを自動選択

 

バッチ処理後に、全てのWordファイル
を1つのファイルに統合する  

現プロジェクトのクローン作成   

再計算ボタンをクリックした際の、特
定オペレーションの除外をサポート   

バッチ作図で多くのシート/ブックから
結合グラフまたは既存のグラフにデ
ータを追加

   

バッチ処理でワークシート中に埋め
込まれた行列へデータを直接イン
ポート

   

クローン可能グラフテンプレートを使
ったスマート作図     

バッチ処理としてインポート中にワ
ークブックやワークシートのクローン
を作成

+  +  

バッチ処理の出力レポートにMS 
Wordのテンプレートを利用     

データの無いワークブック/シート
の複製      

バッチ作図 - 異なるシート/列/行列の
データを使用してグラフを複製 +   + + 

グラフ中の全プロットについてのガジ
ェット出力の作成      

データ列間で数式やラベルをコピ
ー＆貼り付け      

フィット処理のコピー＆貼り付け      
グラフ中の全プロットやワークシート
中の全列に対する繰返し適用      

分析テンプレート™を使ったサマリー
レポート付きのバッチ処理    + + 

ピークアナライザーテーマを使用し
た複数データセットのバッチピーク
フィット

PRO PRO PRO PRO + PRO
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利便性の向上（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

フィット、ピークと基線、統計メニュー
の下に「アプリ検索」メニューを追加  

繰り返される分析や出版のための
HTML/Markdownベースのレポート   

ノートウィンドウにおけるフォント
制御   

更にアイコンが見やすく再構成され
たプロットメニュー   

最近使用したフォントを表示   

複数グループをよりよくサポートす
るため、グループフォルダ共有機能
を改善

  

Windowsのような検索ボタン   

多数の組込みテンプレートを持つ「
新しいワークブック」ダイアログの提
供。ユーザテンプレート追加可、デフ
ォルトテンプレートの指定なども可

  

ワークシートとグラフで数値単
位、pi、km、％などをサポート   

データポイントのツールチップ：グ
ラフ中のデータポイント上にマウス
カーソルをかざして、ポイントの情
報を表示

  

「データハイライター」：
同じワークシート行のデータのデー
タポイントを全てのグラフ中でハイ
ライト

+ + 

プロットの強調表示：
グラフにあるデータプロットを選択
すると強調表示され、他のプロットは
薄く表示。対応するワークシートの列
も強調表示される

  

利便性の向上 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

より簡単な色の編集と管理 

ドラッグ＆ドロップで他のソフトウェ
アのパレットをインストール 

Excel同様の数式バー 

3Dグラフでのマスク操作 

オブジェクトマネージャでプロットを
グループ化する際のプロパティの処
理を改善



テキストラベル、凡例、カラースケー
ル、列ラベル行、目盛ラベル用のミニ
ツールバー



3Dグラフでデータハイライター機能
をサポート  

オブジェクトマネージャでのプロット
順序の反転  

XまたはYのプロットデータを他のワ
ークシートの列に置き換える  

メニュー「挿入」>「レイヤにプロット」
にプロットタイプの選択肢を追加  

オブジェクトマネージャーで、Shift +
上/下矢印キーを使って複数のワーク
シートを選択

 

単純な2Dグラフとワークシート/行列
編集のためのミニツールバー + +

グラフレイヤ間でのデータプロット
のコピーと貼り付け  

文字フォントと線形式を編集できるコ
ンパクトなポップアップ  
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利便性の向上（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

マウスカーソルをプロット上に置いて
ツールチップを表示     

「軸」ダイアログ中で対象レイヤーを
変更可能     

非英語Originにおいて、分析レポート
を英語で出力するオプション     

色制御の改善：
より多くの色を選び、カスタム色を
定義する

+   + +

プロットとレイヤを簡単に配置するた
めのオブジェクトマネージャー + +   +

「ファイル交換の場」サイトからイン
ストールしたアプリをアプリ・ギャラ
リーで管理

  +  +

タブベースの曲線フィットや統計の
ダイアログにより、容易なナビゲーシ
ョンが可能

    

折りたたみメニューと折りたたみコン
テクストメニュー     

数式入力可能なF(x)列ラベル行     + 

複数列の値の設定      

グラフフォーマットやテーマをコピ
ー／貼り付け／適用     + 

カスタムレポート付き 分析テンプ
レート   +   

折りたたみテーブル形式でまとめら
れた統合レポート      

再利用のため分析ダイアログの設定
を保存するテーマ      

データやパラメータを変更して分析
できる再計算機能      

利便性の向上（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

拡張されたマスターページ機能    

新しい「レイヤーをページに合わせ
る」や「スケールファクター設定」の機
能により全レイヤーをページに詰めて
合わせる

   

複数グラフレイヤーにわたって属性を
一度にカスタム化できる   + 

アクティブなOriginウィンドウのイン
ディケータ    

「スケールイン」ツールによるグラ
フ拡大で、重なる複数レイヤを対象
とする

   

数値カスタムフォーマット（ワークシー
トやグラフ内）の拡充（パーセント、分
数、角度、等）

   

アプリ群のアクセスや管理を容易にす
る「アプリ・センター」   + 

ユーザファイル、ライセンス、自動保存
などがバージョンに非依存となり、将来
のバージョンアップ時の移行が容易

   

出版や曲線フィットなどに有用なアプ
リがプレインストール +   

Unicode文字を《コード＋ALT＋X》の
キーストロークで入力可    

解析処理の対象から非表示のデータ
列やプロットが外される    

各解析ツールの結果において出力の
デフォルト小数桁数がカスタム化可能    

Originを使い始めるのに役立つ「ラー
ニングセンター」を提供    + 
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グラフ種類 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

コードダイアグラム 

ロリポッププロット 

積み上げブラウザグラフ 

極座標ベクトルグラフ 

コンパスプロット 

グラフカテゴリに「ブラウザ」グラフを
追加（ウィンドウビュー） + 

ストリームラインベクトルプロット  

ビーズウォームプロット  

3D XYY棒グラフ  

放射状の線グラフと棒グラフ  

Bland-Altman法 + 

ブレットチャート、正規化ブレットチ
ャート  

ドーナッツグラフと円グラフの改善  

サンキーダイアグラムとアルビアルダ
イアグラム + 

カイトダイアグラム  

密度ドットと色付きドット  

前-後グラフ  

人口ピラミッド  

ラグプロット   

3Dパラメトリックプロット   

XYおよびXYZヒートマップ、分割ヒー
トマップ、ラベル付きヒートマップ   

パラレルプロット   

バイオリンプロット   

クラスタープロット   

エラーバーを含む行データの線系プ
ロット +  

三角錐（四面体）プロット（散布図／折
れ線／線＋シンボル）   

積み上げヒストグラム   

カテゴリーZ値に対する等高線図   

トレリスプロットを、積み上げ縦棒や
100%積み上げ縦棒で構成   + 

滝グラフ （マッキンゼースタイルの
ウォーターフォール、ブリッジチャート）    

二重Ｙ軸 ボックスチャート    

グラフ種類（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

複数Ｙ カラーマップ線系グラフ    

カスタム境界を持つ4D XYZ曲面図    

トレリス・プロット     

線系／統計棒グラフ     

新しい3D棒の形状を持つ3D積み上げ
棒グラフや100% 3D積み上げ棒グラフ     

インターバル・プロット     

ヒートマップ  + +  

ポイントジッター(ばら撒き)有無の制
御を含む列散布プロット     

カーネル密度プロット     

グループ化 棒グラフ, グループ化 ボッ
クスチャート     + 

変数による縦棒/横棒幅      

100％積み上げ縦棒/横棒グラフ      

3D OpenGL ウォーターフォールグラフ      

3D 三点曲面図      

トリリニア（パイパー）ダイアグラム      

ヒストグラム/ボックスチャート投影      

ワークシートのXYZデータ列から3D曲
面図/棒グラフを作図      

Zエラーバー付き3D棒グラフ      

3Dパラメトリック関数グラフ      

レーダー（スパイダー）チャート      

2D／3D関数グラフと2Dパラメトリッ
ク関数グラフ      

交差した複数の3D曲面図の描画      

3D ベクトルグラフ   +   

3D 棒グラフ  +   + +

イメージ／等高線 プロファイル      

散布図行列 +     

等高線図     + +

基本的な2Dグラフ、3Dグラフ、統計
グラフ  +   + 
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グラフ編集（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

ボックスチャートの追加改善：
データの上に描かれたひげ/エラー
バー、ひげのプラス/マイナスのみ、
グループ化されたボックスの平均お
よび中央値記号、データポイントの
マスキング

 

カラーマップ：
3色混合のとき、中間レベルの数値を指
定する

 

ベクトルプロットの透明度オプション  

3Dグラフのズームと再スケールのホ
ットキー  

軸間の角度を調整して傾斜させた2D
プロット  

テキストオブジェクトと凡例の改善：
テキストの折り返しをサポート  

フリーハンドでスムースな線が描画
出来る曲線ツール  

「環境設定：オプション：軸」の新オ
プション：ゼロは”0”と表示（0.0など
ではない）

+ 

文字数が長くて重なった場合に、目盛
ラベルの自動回転/自動非表示  

大規模データの散布図および等高線
の描画を高速化  

テキストオブジェクトのプロパティダ
イアログで、上付き/下付き文字と列
を揃える制御を追加

 

高密度データモードのサポートによ
り、大規模なデータプロットに対する
素早い変更が可能

 

ウインドローズグラフのオプション
を追加  

カラースケールの改善：
色のサブ範囲の表示、目盛ラベルの
数式、主目盛のみの表示、最小レベル
と最大レベルのみの表示

+ 

「Ｙオフセットによる積み上げ折れ
線グラフ」を列ラベル行によりグル
ープ化

  

3Dウォーターフォールプロットで指定
インデックスにラベルを追加   

線＋シンボルプロットにおける２点
間の線分削除をサポート   

カラーマッピングでカラーリストの指
定をサポート   

グラフ編集 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

通常のグラフのブラウザパネルを利
用する機能 

組み込みの配色を追加 

目盛ラベルの配置の左、右、または中
央のオプション 

極座標プロットの目盛ラベルの放射
回転をサポート 

科学的表記のその他の表示形式 

重複するポイントを垂直方向にオフ
セット 

レイヤをページ中央に配置 

Shiftキーを押してレイヤ/オブジェクト
をドラッグして並べる 

カラースケールの最初と最後の独立
した制御 

三角座標の再スケールタイプをサ
ポート 

散布図行列における軸表示の改善と
ヒストグラムの個別のビン設定 

プロットシンボルとしてのUnicode文
字の使用のサポート 

データ順序に従うサンキーのノード順
序オプション 

二重Y軸グラフのレイヤの並べ替え
を簡易化 

楕円、線、矢印、長方形などのグラフィ
ックオブジェクトを指定角度で回転 

Yオフセット積み上げグラフで、追加の
線を相対位置として表示  

指定したポイントにのみドロップライン
を表示  

指定されたポイントに自由な構文を
使ったラベルを表示  

三角形の形状とラベルの色がカラ
ーマップに従うようにヒートマップ
を改善

 

シンボルの塗りつぶし色のみに透明
度を適用  
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グラフ編集（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

2D／3Dグラフのドロップラインの方
向を制御  +   

各種の3D棒グラフの棒形状     

ヒストグラムで、ビンカウント、パー
セント値、あるいはそれら両方をラ
ベルとする

    

グループプロットのアンバランスなサ
ブグループでグリッド線セパレータを
表示したり、データセットごとにギャ
ップを設定

    

3Dグラフ中で表やイメージ、描画オ
ブジェクト、バブルスケール、OLEオブ
ジェクトなど、全ての2Dオブジェクト
をサポート

    

軸制御の改良：
2Dグラフ間で複数の軸参照線やシ
ェーディング、再スケールオプション
の拡充、軸刻みで列ラベルをまとめ
る、特別な軸刻みへのリーダー線、3D
プロットにおける刻みラベルの折り
返しなど

 +   

グラフの新しいシステムカラーにより
カラースキームを刷新     

株式／経済チャートで週末や祝日を
スキップ     

テキストラベルや凡例の改善：
複数行の行間、アノテーション のカス
タム化、凡例シンボルの色と合致した
凡例文字の色, 、凡例を複数の列にド
ラッグ、非表示のプロットの凡例を非
表示、凡例の順序を逆にする

    +

3D XYY図（ウォータフォール、ウォー
ル、リボン）中にシンボルを表示     

プロット上の任意の位置にラベルや
メタデータを位置づけ可能     

レイヤー群を特定値で位置揃え、レイ
ヤー間で共通のスケールを共有     

複数軸適用や容易なナビゲーショ
ンを可能にするタブベースの軸ダイ
アログ

    

軸の刻みラベルの折り返し、特殊刻み
の個別カスタム化、3D OpenGLの軸
スケール式のカスタム化

    +

等高線の改善：
境界および色スケールの編集項目     

グラフ編集（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

折れ線グラフの線で複合タイプの線
種をサポート   

カラーマッピングにおける三色限定
混合のサポート  + 

オブジェクトマネージャの改良：
プロットの別レイヤー／Ｙ軸への移
動、グループからプロットの取り除
き、プロットグループのロングネーム
変更など

+  

新しい凡例タイプ：
3D XYZ棒グラフのカテゴリカルな凡
例、色付き面積グラフの新しい凡例

 + 

レイアウトウィンドウ中で独立のカラ
ースケールを付加することが可能   

3D ウォータフォールの接続制御によ
りウォータフォールの線をスムージ
ングする

   

軸タイトルを軸の最初や終わりの位
置に置くオプション    

3D XYZ棒グラフで特殊データポイン
トのカスタム化をサポート    

3D積み上げ棒グラフで合計ラベルを
表示することが可能    

2Dベクトル図：線種のカスタム化、ラ
ベル付け  +  

カスタム凡例要素の作成   + 

フルカスタム化可能な統計参照線を
グラフに追加    +

レイヤーフレームの外側の軸の開
始／終了位置に矢印を表示    +

二重Ｙ軸棒グラフの棒間ギャップ
の制御    

指定したレイヤ枠や図形オブジェクト
群を水平／垂直方向に均等配置    

プロットグループ中の各プロットに
対してシンボルサイズの推移が指
定可能

   

軸長に対する各セグメントの相対比
による軸破断の位置をサポート    

グラフ上で一連のデータポイントをピ
ックしてそれらのデータを取得    

オブジェクト編集の強化された新しい
アノテーション・ダイアログ     

地質パターンを含むハッチング・パタ
ーンの強化     
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グラフ編集（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

バブルチャートのバブルスケール（並
び形式または入れ子形式）    + 

ボックスチャートにおけるカスタム
パーセンタイルやポイントジッター
(ばら撒き)

    

「作図：ユーザ定義」メニューによる
カスタムテンプレート利用      

スマートラベル - データラベルと引
き出し線の自動配置 +     

軸スケールタイプをユーザ定義      

複数の軸破断とギャップなしの軸
破断      

複数の特別な軸刻み      

等尺性 - 軸の長さをXYスケール比
にリンク      

凡例タイプの増強：ボックスチャート
の要素、ポイント毎、カテゴリー値等
への対応

     

グラフの色／形／内部推移リスト
の編集     + 

3D曲面図の強化： ライティング、メッ
シュ、フラット化、シフト      

グラフレイヤー内でズームやパン      +

データ情報ディスプレイを座標値以
外も表示できるようカスタム化      

グラフ色塗りの透過表示とグラデ
ーション   +   

グラフやレイアウト中にMS 
Word／Excel／数式オブジェクトを
埋め込んだり、編集する

     

ウォータフォール図の非線形Z軸およ
びY値/Z値カラーマップ      +

3Dグラフを移動/回転／歪み変形／
サイズ変更      

軸刻みの場所を制御可能     + +

ボックスチャートのボックス／ヒゲ／
外れ値を表示制御  +   + +

2つの折れ線間の領域塗りつぶし  +    +

極座標プロットにおける方位や半径
方向の軸制御 +  +  + +

データ管理 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

値の設定ダイアログでPython関数を
定義して使用 

ロックされた列にサンプリング間隔
を設定 

ノートウィンドウをコピーして別のフ
ォルダまたはセッションに貼り付け 

HTMLカラーをサポートする色属性
の列 

他のアプリケーションから日付/時
刻をコピーして貼り付ける場合の自
動変換



スペースで区切られたデータを単一
のセルにコピー 

楕円形、多角形で画像の領域データ
を抽出 

行列の縮小機能を改善してより多く
の統計をサポート  

重複行の削除/結合ツールの改善：複
数の参照列のサポート、重複の公差
のサポート

 

参照した列に従ってワークシートを
分割するためのその他のオプション
を追加

 

列のコピーツールのソート結果の
サポート  

サムネイル画像に代わる行列スライ
ダーオプション  

データをHTML / EMFテーブルとして
MS Wordなどの他のアプリケーショ
ンにコピーして貼り付ける

 

Excelでの操作のような、セル式の絶
対セル参照 + 

列ラベル行を含むデータの部分的な
範囲コピーをサポート  

プロジェクトまたはワークブックの複
製時にセル式を保持  
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データ管理（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

Originセッション間でフォルダーや
ワークブックのコピー＆貼り付けを
サポート

  

ラベル行により列をフィルタリング   

セパレータやインターバルの指定に
より列を分割  + 

ランダムサンプリングによるワークシ
ート行の抽出   

複数セルをコピーし、範囲に貼り付
ける   

条件フォーマット：
規則によるセルハイライト、重複セ
ルのハイライト、ヒートマップのセル
色付け

  

ワークシート列のラベル行のみを
縦並びにした「列リストビュー」のサ
ポート

  

フィルターをある列から別の列にコピ
ー＆貼り付け   

マウスホイールを押してによるワーク
シートをスクロール   

列のワークシートの行レベルを右方
向に自動フィル   

Originのセッション間でシートのコピ
ーや貼り付けが可能    

選択されたセルのフォーマットをX-フ
ァンクションから設定    

ワークブック／行列ブック中のワーク
シート／行列シートの最大数が 1024 
個に増加

   

列の計算式における簡易なスプレッ
ドシート式のセル指定  +  + 

テキストラベルや凡例、ワークシート
のヘッダ行などでLaTeX記法を含め
ることが可

    

ワークシート中にレイアウトを埋め込
むことが可能     

データ列の列ラベルに基づく選択や
非表示     

列値の設定ツールにおける関数の検
索／挿入や関数のシンタックスヒン
トの表示

    

カテゴリーデータの順序のカスタム化
したり、それを他の列に適用     

データ管理（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

ワークシートを行ごと、列ごと、または
一致した列ごとに追加     

パターンデータの生成      

列ラベル行で列をソート、 列の削減      

ソース列にリンクされた列のフィルタ
条件をロック      

Excel的なデータフィルタ     + 

ワークシート中にグラフ／レイアウト
を浮動配置      

列/行の数または列ラベルによるワー
クシートの分割  + +   

線形／対数スケールのXYZグリッデ
ィング      

グループによるXYデータ削減、等間
隔Xデータによるデータ削減   +   PRO

重複行を統合してワークシートの各
列を削減      

ピボットテーブル      +

列のスタッキング/アンスタッキング
機能      +

重複Xデータ行の削減やN 番目のポ
イントごとにデータ削除      

ワークシートクエリーによりワークシ
ートからデータを抽出   +   

その他 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

通常のOriginでProメニューコマンド
を表示または非表示にする  

大規模データに対するインポート、描
画、データ操作、分析、再計算の速度
が大幅に向上

 +

Unicode(UTF-8)の全面サポート（多
言語文字、豊富な特殊記号）    

セキュリティ保護された接続(https)
を使ったOriginLabのWebサイトと
の通信

   

グラフ、ワークシート、レイアウトのズ
ームとパン      

64bitネイティブ対応      

32bitネイティブ対応    
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インポート（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

インポートしたファイル名をソースフ
ァイルのヘッダー行に表示    

ASCII／Excel／CSV ファイルのインポ
ート操作を元に戻す(Undo)    

Excelがインストールされていなくても
Excelファイルのインポートが可能     

より多くのサードパーティ フォーマ
ット： 
ISF, SAS, BRUKER OPUSなどI

    

より多くのインポートルーチンにおい
て、列のＸＹ属性の設定とインポート
後のスクリプト実行指定が可能

    

SPSSデータファイルのインポート     

Originの プロジェクトファイル（OPJ）
のインポート      

MATファイル構造のインポート      

チャネルを指定してMDF、NITDM、DIA
Dem、Prism、pClamp、Matlabファイル
をインポート

     

インポートメニューのカスタム化      

TDMS 2009、MZXML、Prismのファイ
ルのインポート      

データベースインポートのためのSQL
エディタ      

Excel、複数行CSV、バイナリ2D配列デ
ータのインポート   +  + + +

pCLAMP 2.0、 NI DIAdem/TDM、 ETAS 
MDF、 JCAMP-DX、 NetCDF、 などのサ
ードパーティ形式をサポート

    + +

グラフィカルにSQLクエリー構築が
可能      

インポート・ウィザードでASCII／バイ
ナリファイルをインポート中に視覚的
フィードバック表示

+   +  +

イメージファイル(PNG, GIF, TIF, TGA, 
PCX, PSD, WMF 等)のインポート(ラス
ターに変換)

     

Windowsエクスプローラからのドラッ
グ＆ドロップ インポート      

インポートウィザード・フィルタを使っ
て同様なデータを繰返しインポート      

インポート 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

インポートウィザードでPythonベース
のインポートフィルタをサポート 

Matlabコネクタは日時、テーブルなど
のOpaque変数をサポート 

TDMSおよびBrukerDQL/RAWファイ
ル用のデータコネクタ 

CSVデータコネクタの行の追加をサ
ポート 

複数のファイルに接続でインポートす
るフォルダの指定をサポート 

複数のファイルに接続 + 

マルチページファイルに接続するとき
にワークブックにデータナビゲーター
パネルを表示

 

CSVデータコネクタでデータブロック
マーカーのワイルドカードをサポート  

データベース接続ダイアログでデータ
ソースまたは文字列によるODBC接続
をサポート

 

マルチスレッドASCIIインポート  

大容量のテキストファイルのインポー
トが10倍高速化  

データコネクタでのドラッグアンドド
ロップをサポート  

OPJUファイルから列とクエリを引用  

CSVデータコネクタで部分インポー
ト、データブロックマーカー、プレビュ
ーをサポート

 

Excelコネクタでロングネーム、単位、
コメントを指定  

データコネクター機能により、Web
ファイルやローカルファイルをデ
ータソース(CSV、HTML、JSON、MS 
Excel、Originプロジェクト、その他)とし
て接続を保持

+ + 

データファイルを開けるデフォルトプ
ログラムとしてOriginを設定可能    

ExcelやCSVファイルで特定の列／行
のみインポート    
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エクスポートとプレゼンテーション 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

グラフのエクスポート設定をページ
に保存 

複数シートを含むワークブックを
Excelファイルにエクスポート   

グラフをコピーし、「Confl uenceペー
ジ」などのオンラインツールに直接
貼り付け

  

複数グラフをマルチページのPDFフ
ァイルとしてエクスポートすること
が可能

   

グラフエクスポートの出力ファイル名
にプロジェクトエクスプローラのフォ
ルダ名を含める

   

グラフページの特定領域をコピー／
エクスポート    

ASCIIエクスポートの際、非表示デー
タ列を無視    

Originプロジェクト中のサブフォルダ
中のグラフ群をWindowsエクスプロ
ーラ中のフォルダ下のサブフォルダ
構造に対応させてエクスポート

    

「PowerPointへグラフを送信」の
改良：
送信するグラフのリストやその順序、
スライドのレイアウトとスタイルなど
の指定が可能

    

GUIツールやスクリプトを使っ
て、Originグラフウィンドウから動画
を作成

     

PDF、EPSエクスポートにおけるグラ
フ透過表現のサポート      

全てのグラフをPowerPointに出力      +

既存ファイルにASCIIデータを追加ま
たは置換エクスポート      

グラフ、レイアウトウィンドウのスラ
イドショー +     

ワークシートを、画像ファイル、WAV, 
NI TDM/TDMSファイル、マルチペー
ジPDFとしてエクスポート

     

多様なグラフエクスポート形式：
AI、CGM、EPS、TIFF、PDF、JPEG、
EMF、PSDなど

   + + 

イメージをラスター形式でエクス
ポート    +  

ガジェット 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

リンクレイヤでの垂直カーソルガジ
ェットをサポート 

ガジェットの結果をソースデータの
ワークブックに出力する  

「垂直カーソル」ガジェット：２つの
カーソル比較、全ての情報を１つの
ラベル内に表示

+  

クラスターガジェットのポイントのカ
テゴリー設定をクリア    

積分ガジェットで複数曲線下の塗り
領域をサポート    

曲線の平行移動ガジェット     

プロファイル ガジェット     

表面積分ガジェット PRO PRO PRO PRO PRO PRO

複数グラフをまたがるグローバル垂
直カーソルガジェット   +   

交差ガジェット      

クイック シグモイドフィットガジェ
ット      

クラスターガジェット PRO PRO PRO + PRO PRO

微分ガジェット      

補間ガジェット      

クイックピークガジェット      

ディジタイザー      +

クイックフィットガジェット      

立ち上がり時間ガジェット PRO PRO PRO PRO PRO PRO

積分ガジェット   + +  

FFTガジェット      

統計ガジェット   +  + 
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数学 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*
関数移動のためのNANUMの処理
を改善 

X範囲が異なる複数曲線の平均の他
のオプション 

曲線上の算術演算でカスタム関数
をサポート  

多角形領域の面積をデータディスプ
レイに表示     

Akimaスプライン補間      
2D 補間／補外      
多角形面積の算出      
曲面表面積や行列面積を算出 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

2D 求積（体積） PRO PRO PRO PRO PRO PRO

3D 補間      PRO

XYデータでトレース補間 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

1D 補間／補外      +
補間／補外し与えたXからYを求める      +
3Dでトレース補間／補外し与えた
XYからZを求める      

複数のデータ列や曲線をまたがる
正規化      

数学演算によりワークシート列や行
列の値を設定     + +

ピーク分析 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*
ピークアナライザ：
出力シートでの並べ替えのサポー
ト、X軸範囲のデータを使用するオ
プション、スクリプトを使用したカス
タムピークフィルタリング

 

ピークアナライザ：ピーク検索後、基
線減算したピーク情報を出力、ノー
トノードに基線モードをレポート、
フィット制御ダイアログでヒントタ
ブを提供

  

ピーク検出の新しい手法：
フーリエ自己デコンボリューション    

正/負のピークに限定する自動制約    
バッチピーク分析においてパラメー
タ初期化を順次行うことが可能     

複数ピークフィットツール      
バッチピークフィット  +   + PRO

ピークアナライザーにおける ピーク
フィット機能  + PRO PRO PRO PRO

ピークアナライザー において、ピー
クを含むような 基線を関数フィット PRO PRO + PRO PRO PRO

ピークアナライザー における ピー
クの積分  +    

ピークアナライザー における ピー
ク検索  + +   

ピークアナライザー における 基線
の自動検出      

ピークアナライザー における基線
の減算      

曲線フィット 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*
Fitting Function Libraryアプリから
利用できるその他のフィット関数 

Pythonを使用したフィット関数定義
のサポート 

フィットパラメータのサマリーレポ
ートに導出パラメータの標準誤差
が含まれる

   

陰関数における積分のサポート    

NLFitダイアログのパラメータタブ内
で、これまでのフィット結果の比較の
ため、進む(>)／戻る(<)ボタンを使っ
てパラメータ群を切り替え

    

フィット関数定義の際に、パラメータ
初期化の式が選択可能     

光合成放射照度(PI)曲線、3D曲線、ダ
イオード、太陽電池データなどより多
くの組み込みフィット関数

   + 

デミング法によるXエラーを含む線
形フィット

PRO PRO PRO PRO PRO

グラフ上のフィット（線形／多項式／
非線形）結果を示すパラメータ表を
カスタム化

    

非線形曲線フィットのプレビュー上
のズーム     

改良されたフィットレポート: 
残差の正規確率プロットの追加、残
差プロットを１つのグラフページ内
に収める

    

カテゴリ内の複数の関数でフィット
してランク付け

PRO PRO PRO PRO PRO PRO

直交距離回帰による陰関数／陽関
数のフィット

PRO PRO PRO PRO PRO +

派生パラメータの標準誤差を算出      

X方向のエラーをサポートする線形
フィット

PRO PRO PRO PRO PRO +

複数ピークを持つ3D曲面のフィット PRO PRO PRO PRO PRO PRO

フィット関数ビルダーによるフィット
関数の定義      

グラフィカルなフィットの残差分析      

線形、多項式、 非線形曲線フィットの
結果において、得られたフィット式の
X値・Y値を検索することが可能

     

非線形の曲面/行列フィットのZ値検
索ツール

PRO PRO PRO PRO PRO PRO

フィット比較 PRO PRO PRO PRO PRO PRO
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統計 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

行の統計における複数シート入力
のサポート 

ANOVAツールで出力される有意な
文字を提供 

ノンパラメトリック検定機能で平均
比較をサポート  

Statsxy Xファンクション：
ビン化によって統計値を得る  

複数のデータセットを単一のものと
して結合して正規化  

行の統計におけるグルーピングの
サポート    

二元配置ANOVAにおける平均値プ
ロットのサポート     

三元配置分散分析(3-way ANOVA) PRO PRO PRO PRO PRO

偏相関係数 PRO PRO PRO PRO PRO

クロス集計 PRO PRO PRO PRO PRO

分布フィット PRO PRO PRO PRO PRO

各行のt-検定 PRO PRO PRO PRO PRO

1標本／2標本の比率検定 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

検出力とサンプルサイズ（1標本/2標
本の比率検定、1標本/2標本の分散） PRO PRO PRO PRO PRO PRO

外れ値検定（Grubbs検定、Q検定）      +

多変量解析： クラスター分析、主成分
分析、判別分析、部分最小二乗法など PRO PRO PRO + PRO PRO

ROC 曲線 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

生存分析： カプラン・マイヤー法 、 
Cox比例ハザード回帰、 Log-Rank
など

PRO PRO + PRO PRO +

ノンパラメトリック検定： 
Mann-Whitney検定など PRO PRO PRO PRO PRO PRO

検出力とサンプルサイズ PRO PRO PRO PRO PRO +

繰返し測定のある一元／ 二元配置
分散分析(ANOVA) PRO PRO PRO PRO PRO PRO

仮説検定      +

相関係数 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

正規性検定      

基本的な記述統計、 1D／2D 度数カ
ウント、 離散度数カウント、 一元／二
元配置分散分析(ANOVA)

+   +  

プログラミング 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

列値の設定、フィット関数の定義、イ
ンポートフィルタなどでPythonを
サポート



PythonからOriginに簡単にアクセ
スするための新しいoriginproパッ
ケージ



LabTalkおよびOriginCからPython
関数にアクセス 

コードビルダでPythonファイルのデ
バッグをサポート 

外部PythonからOriginへのCOM
接続を改善するためにOrglabExt
を追加



Excel同様のPRODUCTおよびLET
関数 

新しいLabtalkコントロール：
保留中のロックの更新、ダッシュ定
義へのアクセス、箱ひげ図の制御、
ロングネームによる列の並べ替え、
インデックスを使用したプロットラ
ベルの制御



Pythonを3.8に更新 

カテゴリカルデータの新しい 
Lookup、Reference関数  

新しいLabtalk関数：
列をカテゴリとして取得または設定
またはサンプリング間隔を使用、任
意の範囲を単一のデータセットに結
合、データセットの標準誤差を計算、
プロットタイプ情報を取得、範囲編
集ダイアログを開く

 

新しいXファンクション：セル内のテ
キストをExcelのように列に分割  

すべての曲線、すべてのレイヤなど
のガジェット出力を生成するLabtalk
オプション

 

高速な日付時刻のLabtalk関数  

LabTalkを介してポリゴンまたはポリ
ラインオブジェクトを制御する  
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信号処理 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

二項フィルターによるスムージング
のサポート     

LOWESS／LOESS スムージング      

IIRフィルタ設計 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

2D FFTフィルタ PRO PRO PRO PRO PRO PRO

信号の包絡線 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

コヒーレンス PRO PRO PRO PRO PRO PRO

デシメーションによる
サンプル削減／再サンプリング PRO PRO PRO PRO PRO PRO

1D FFT、逆FFT、 1D FFTフィルタ      

2D FFT／2D 逆FFT PRO PRO PRO PRO PRO PRO

短時間フーリエ変換(STFT)    + PRO PRO

ウェーブレット分析 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

ヒルベルト変換 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

2D相関 PRO PRO PRO PRO PRO PRO

他のアプリケーションとの接続 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

MatlabコンソールがMatlabの実行
中のインスタンスに接続すること
を許可

 

個別のMathematica V8（またはそれ
以降）との通信     

R-コンソールとRserveによる、Origin 
とR間のデータ転送     

MATLABコンソール を使った
OriginとMATLAB間のデータ転送  +    

LabVIEW接続      

オートメーション・サーバーのサポ
ート      

プログラミング（続き） 2021 2020* 2019* 2018* 2017 9.*

複数シート範囲のサポート   

PythonパッケージOriginExtを提供
し、COMを通じて外部Pythonより
Origin機能にアクセス

  

線形フィットをするLabTalk関数の
提供   

外部PythonからOriginを呼ぶため
のOrigin API    

LabTalk と Origin Cにおけるユニコ
ード(UTF-8)文字列のサポート    

LabTalk からグラフ・オブジェクト属
性へのアクセス    

JavaスクリプトによるHTMLダイアロ
グのサポート     

分布フィット    + 

PythonをOriginのスクリプト言語と
して統合 +    

OCコードの暗号化     

コードフォールド等の可能な
Scintillaコードベースのエディタを含
むコードビルダー

     

Origin C： NAG Mark 25ライブラリへ
のフルアクセス      

開いているダイアログのオプショ
ン設定に応じたLabTalkスクリプト
の生成

     

X-ファンクション：カスタムツールが
簡易に作成できるXファンクションに
よる自動GUI構築

     

X-ファンクション: LabTalkスクリプ
トやメニューからXファンクション
を実行

     

コマンドウィンドウ: スクリプト作成
時のオートコンプリート機能      


